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(
I

三
|
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雜

錄

m

i

の

共

產

唐

：：

泛

虎

ニ

 

ニ

濟
的
隸
艇
ビ
、
J8
子
が
女
子
に
對
し
て
生
活
資
料
を
命 

す
ご
云
：ふ
假
定
の
上
に
立
.脚
じ
て
ゐ
る
。
こ
の
基
礎
は 

:社
#
的
經
«
的
自
由
の
確
立
さ
れ
^
場
合
に
は
®
滅
す 

る
だ
ら
ぅ
°
さ
ぅ
し
て
子
女
を
私
有
財
產
祖
す
る
こ
ビ 

も
な
く
な
る
。す
べ「

て
の
子
女
は
、
こ
の
兩
親
の
如
何
に 

-拘
ら
す
、
す
べ
て
の
市
民
€
し
て
の
利
益
を
享
樂
す
る 

z
€
が
出
來
る
。
か
<

T
家
族
制
度
は
、
各
A
の
傾
向
ビ 

愛
の
上
に
蒜
礎
を
ft
き
、
兩
當
事
者
間
の
意
志
に
よ
つ 

て
變
史
し
て
得
る
結
合
體
S

な
る
。
.即
ち
女
子
に
よ
る 

io
子
の
勝
迫
も
、
^
子
に
，よ
る

女
子
_の
歷
迫
も
、新
社
會 

出
現
の
後
に
.^
廢
止
せ
ら
る
か
ら
で
あ
る^socialism, 

its c
r
o
w
t
h

 

s
d 

Outcome, pp. 

2
2
0
- 2
2
6
V

 (

未
{
I
s

:
v露

西

亞

に

於

け

る

勞

働

組

..

「

.川
，
合

運

動

(

三
、完)

町

田

義

一

I

又
獨
立
論
の
最
も
重
大
な
る
‘問
®

は
國
K

經
濟
の
lff 

现
機
關
に
對
す
る
努
働
組
合
の
關
係
で
ぁ
つ
た
0
彼
等 

は
組
合
ヵ
產
*

の
艇
織
に
參
加
す
る
事
は
必
要
な
る
も 

有
ゆ
る
責
任
を
囘
避
し
又
之
に
携
る
に
當
つ
て
も
組
合 

の
職
分
は
勞
働
の
保
議
に
ぁ
る
ど
爲
し
た
。
然
る
に
Jr
. 

實
は
之
に
反
し
十
月
革
命
後
組
合
は
向
ら
進
ん
で
此
實 

任
を
負
ひ
有
ゆ
る
產
業
の
管
理
€

經
膂
機
關
の
組
織
に 

®

つ
た
ノ
勞
働
組
合
は
勞
儆
管
现
の
布
吿
の
發
せ
ら
る 

^

共
に
各
地
方
に
於
け
る
飢
織
ど
管
理
の
全
仕
^
を
站 

合
す
る
全
國
勞
働
：

g:：

0

0

眞
會
を
設
镫
し
た
が
延
にj 

層
廣
汎
に
渉
る
機
關
の
必
耍
を
感
じ
之
を
國
民
經
濟
最 

高
委
員
會
に
戀
M

し
た
o

此
最
高
委
員
會
は
勞
働
組
合 

ビ

S
o
v
i
e
t

政
府
ビ
に
ょ
つ
て
紐
織
3

れ
、
li
i

荷
產
業
： 

を
管
理
す
る
若
干
の
中
央
機
關
に
分
た
れ
た
。
そ
し
て

乂
此
中
*

機
關
が
亦
最
高
委
員
會
の
報
行
裘
員(presi- 

M.Aa 
0 
zlĥ
, 

0 

同
に
よ
つ
て
，设
け
ら 

i

fio 

招
く
に
至
つ
位
が
、
勞
働
組
合
に
ょ
つ
て
選
出
さ
れ
る 

.勞
働
紐
合
は
產
業
の

;«
營
を
傲

#
し

や

ぅ

ビ

は

し

な

_
.
階
級
的
機
關
た
る
勞
働
人
1^
#
眞
會
は
妥
協
を
求
め 

い

。
，
そ

れ

は

生

產

の

唯

一

：
の

a
織
者
で
は
な
い
。
全

國

：
：
t
、'
勞
働
者
の
街
ゆ
る
要
求
を
實
打
す
る
爲
め
攻

t
の

有
事
業
は『Soviets:

組
織
に
加
は
る
事
に
ょ
つ
て
漸
次 

Soviet 

.

經
濟
制
度
の
根
本
的
基
礎
ど
■
ず
る
に
至
る』 

:

(

露
西
取
共
產
黨
第
九
囘
大
會
決
饑)

組
合
の
代
表
者
.を
. 

*
礎
€
し
た
國
家
諸
機
關
に
ょ
つ
て
經
營
さ
れ
る
。
 

:
生
淹
を
紙
織
す
る
に
當
つ
て
露
贿
迪
勞
働
組
合
が
爲 

じ
た
凡
て
は
5
0<.
&

定
協
同
で
機
關
を
創
設
す
る
に 

ぁ
つ
た
”
勞
働
組
合
は
勞
銀
の
國
家
的
調
整

勞̂
働
の
，
 

標
準
付(standard

一

satlon)

を
排
他
的
.に
行
ひ
、：
勞
働
人 

民
®
員
會(C6mlnlssar

p3'
t

 

of Labour.

人
民
委
員
會
の
：
 

1

l
ll̂
で
普
®
な
ら
勞
働
«

w
もS

ふ
可
き
も
の)

X 

び
そ
の
.
地

方

部
！
：(

宫
省；> 
は
補
助
機
關
た
る
に
過
ぎ
な 

が
：つ
た
。：，.：

,

r

;

J

1乃
难
命
後
勞
資
の
協
調
を
計
る
爲
め
設
け
ら
れ
た 

勞
働
潘
は「

政
府
の
し
中
立
を
支
持
し
兩
階
級
の
反
抗
を

第
十
六
怨

C
1
H
1七

)

雜

錄

强
制
權
を
行
使
し
た
。
又
屢
々
組
合
の
職
分
を
行
ひ
時 

| -

に
之
と
相
談
な
く
活
励
し
兩
者
の
間
に
職
分
上
重
復
を 

:

生
ず
る
に
至
つ
た
の
で
〃
ー
九
ニ
八
牟
四
月
の
第
四
冏
勞 

::

働
紺
合
會
議
は『

勞
働
組
合
の
.
一
層
上
の
機
關(

大
t 

'
及
び
評
議
會
そ
の
他)

‘に
ょ
り
可
決
さ
れ
た
主
雜
に
關 

'::
:す
る
有
ゆ
る
決
議
は
勢
働
人
民
委
員
#
に
對
し
て
糨
柬 

，
力
を
葙
す
。
勞
働
.及
：び
生
産
の
狀
態
に
影
響
す
る
凡
て 

| 

0
立
法
双
#
並
に
#

M
の
，强
制
规
則
は
勞
働
組
合
の
® 

I::

任
あ
る
機
B(

[̂
全
_
及
び
地
方
勞
働
組
合
評
議
會)

に 

Z':
,ょ
り
豫
め
祇
認
を
經
ね
ば
な
ら
ぬ
。
之
が
實
瑰
に
向
ふ 

.

.第」

：步
^
し
て
全
幽
及
び
地
方
勞
働
»

合

評

_

#

は
一 

般
階
級
的
政
策
を
行
ひ
又
實
際
手
段
を
調
和
す
る
爲
め
：
 

の
責
任
機
關
と
し
て
勞
働
人
R
委
員
#
の
上
に
合
®
#
 

(collegiate 

boards)

を
組
織
す』

ど
決
議
し
、
31
に
浓

第
九
雛

一
1

H

露

西

Iこ
於

け
る

勞

働

妞

合

連

動



，第
十
六
卷(

1

5

八〕

雜
錄
露
西
踣
に
於
け
ス

-1
囘
大
會
は
組
合

0:
評
議
會
大

#:
全
露
坩
央
委
員

#
等
：；
：'

 

:の

決

議

を

實

行

す

る

勞

，働

人

民

^
員
#

^
對
す
る
拘
束
，
 

カ
を
截
認
し『
勢
働
人
民
委
員
部
に
ょ
り
發
布
さ
れ
し 

勞
働
條
件
に
影
響
す
る
有
ゆ
る
强
制
規
則
は
*
め
全
露 

勞
働
組
合
委
員
會
Q
總
會
に
ょ
り
承
認
さ
れ
，ね
ば
な
t
ベ
.
 

ぬ』

^
決
讖
し
た
。
 

，

':
:
!
1ヶ
华
半
の
經
驗
：は
勞
働
人
屁
委
員
會
の
制
限
は
寧
:'
'
:

j 

ろ
煩
雜
で
あ
るV

い
ふ
事
を
證
明
し
た
。
併
し
大
體
哝| 

ハ
考
':
0

分
業
は
行
は
れ
、全
勞
«

政
策
、即
勞
銀
の
國
家
的：j 

調
®

、.
勞
働
の
標
準
付
、：
勞
働
訓
練
の
問
題
そ
'0
他
は 

桃
他
的
に
勞
働
紺
合
が
鞅
掌
し
勞
働
人
民
.委
員
部
は
組
:' 

合
め
決
定
を
批
推
す
る
ば
か
6

::で
あ
る
。
勞
働
の
保
M

V

― 

€

勞
« |
の
分
配
は
勞
働
人
民
委
員
會
が
實
行
し
組
合
は/I 

を
の
代
表
漭
を
通
じ
て
之
等
部
R

を
管
理
し
た
。

へ
:'
第
一1

ー
囘
紺
合
大
會
は
-
:

『

勞
働
組
合
ビ
勞
働
の
地
方
部

,
N
と
の
間
の1

餍
密
接
し
接
觸
の
必
耍
及
び
中
央
並
に 

他
方
に
於
け
る
勞
働
部
W

の
®
在
の
活
動
に
對
す
る
勞

#

働
組
合
連
動
• 

第

九

唬

ニ

四
 

働
組
合
の
管
理
の
勢
力
を
增
す』

意
向
を
明
ら
か
に
し 

」
『

勞
.働
人
民
委
員
會
の
凡
て
賢
任
あ
る
執
れ
激
は
勞
働 

..

組
合
の
*
#
又
は
評
議
會
で
選
ば
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
勞 

働
に
影
響
す
る

有
ゆ
る

理
論
間
®

の
豫
備
考
察
が
、
何 

等
か
.の
決
定
を
見
る
前
に
、勞
働
組
合
の
執
行
委
員(

或 

は
總
會)

.
勞
働
部
門
の
畏
官(

或
は
會
0

の
合
同
#
議 

に
於
て
行
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ』

ビ
宣
言
し
た
。

■
而
し
てL

o
z
o
v
z
k
y

に
依
れ
ば『

勞
鈒
の
決
定
及
び 

努
働
の
標
準
付
は
金
く
勞
働
組
合
の
職
分
で
あ
る
か
ら 

他
の
機
關
が
そ
の
決
定
を
批
他
す
る
ビ

い
ふ
は
不
合 

理』

で
あ
つ
て
斯

か
る
對
立
は
廢
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
°
 

そ
し
て

彼
の
未
來
觀
に
依
れ
ば
委
員
會
が
益
々
紺
合
に
:;
| 

從
屬
す
る
に
及
び
結
局
名
實
共
に
勞
働
人
民
®
員
舍
は
:: 

廢
此
^
れ
、
勞
働
の
組
織
、
保
護
、
及
び
標
準
付
の
全 

任
務
は
全
露
勞
働
組
合
中
央
委
_
俞
に
集
中
さ
れ
る
樣

.に
な
ら
、『

唯
^
一
 

I
つ
の
中
央
.全
國
的
機
關
が
存
す
る
の 

み
ビ
な
る
で
あ
ら
5
.
c ;
, 

J

は
そ
の
任
務
を
勞
®

の
組
'織

.

に

I

中

吋

る

全

露

勞

1

組

合

冲

央

诿

員

食

^

他

は

排

他

吿

材

料

に

も

乏

し

く

爲

め

に

勞

働

*

合

は

全

0

的

勞

鉼
 

, :
.并

に

生

產

び

組

織

を

^

ふ

國

: «
»

濟

最

評

議

員

會

で

あ

.
制

度

を

規

定

す

る

に

當

つ

て

部

常

な

困

難

を

感

じ

た

。

石
::
.省
し
勞
钡
は
往
產
の
.根
本
的
要
因
で
あ
る
か
ら
次
そ
の
上
戰
筆
の
爲
.め
に
國
民
經
濟
紐
織
は
^

«
し
、
必 

ぎ
の
階
段
は
全
露
勞
働
組
合
中
央
委
員
會
ビ
國
民
經
濟
.

ぃ
需
品
の
物
惯
の
高
騰
、
貨
幣
锻
位
の
不
皤
實
、
及
び
食 

::
'

;

最
辟
評
議
員
會
ど
の
融
合
に
1
:る
全
經
濟
機
關
の
取「

j.::.

糧
そ
の
他
物
賢
の
缺
乏
等
定
引
續
い
て
の
革
命
騷
ぎ
が 

化
、
.

V

國
有
事
業
の
舞
營
の
爲
め
の
そ
れ
.ぞ
れ
の
注
務|

確
 ̂

内
外
の
反
革
命
：に
對 

及
び
4

央
姿
員
會
を
有
す
る
靡
業
的
組
合
^
.
に
導
く
で

一

：杭
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
勞
働
階
級
の
怒
力
が
凡
て

の

可

能

性

 

あ
ら
ぅ
。
何
時
之
が
實
現
さ
れ
る
が
未
だ
不
明
な
る
もj

を
勢
働
組
合
か
ら
奪
a

去
つ
た
。
：

，之

が

發

達

の

趨

勢

で

あ

6

又

1 1
:

會

主

義

の

經

濟

的

構

成

へ

憋

銀

率

そ

の

他

は

勞

働

組

合

に

ょ

つ

て

起

草

^
れ
統 

. 0
锨

介

る

論

翻

で

あ

^

』

：
 

| 

.
一 

的

勞

銀

政

锻

設

定

の

爲

め

に

全

露

勞

働

組

合

中

央

委
 

#

西

^

は

有

ゆ

る

|種

類

の

勞

鈒

が

全

國

的

制

度

に

基

一

員

會

の

勞

働

部

に

交

付

し

そ

こ

で

勞

.銀

率

は

ハ

ド

说

调

印
 

い

て

^

定

さ

れ

る

世

界

唯

.I

の

國

家

で

あ

る

。
併

し

ニ

. j

さ

れ

、

そ

れ

か

ら

勞

働

人

民

姿

員

會

に

ょ

つ

て

枇

池

さ
 

，月

革

命

前

に

は

有

力
^

大

勞

働

組

合

が

存

在

し

な

か

つ

L

れ

る

。

如

何

な

る

命

令

も

當

該

勞

働

他

合

に

關

係

な

く

：
 

た

.の

で

.削

體

的

屜

傭

契

約

の

: «
な

：も

の

は

行

は

れ

ず

，

：

勞

銀

率

を

制

足

し

或

は

廢

止

す

る

を

得

な

い

。

勞

銀

の
 

:

又

同

馨

H

の

如

き

も

偶

發

的

：で

あ
.つ

た

の

で

、

勞

働

國

家

的

調

整

は

報

酬

の

惡

s

謹

の

勞

働

を

引

上

げ

、

.

，
 

赠

級

は

勞

鈒

率

の

決

定

：に

國

體

的

勢

力

を

及

ぼ

し

得

な

勞

龈

を

國

內

の

經

濟

狀

態

の

變

動

に

調

和

さ

せ

ね

は

な
 

か

つ

た

又

勞

儆

統

f l
そ
の
他
勞
働
，
狀

態

に

關

す

る

報

ら

ぬ

の

み

で

な

く

、

第

.一
に

‘勞

銀

政

策

を

最

必

！

i

品

の
 

货
十

六

f

 

(
一

三

一

九

)

_

錄

：

露

西

瓶

に

於

ミ

.勞

働

紐

合

述

動
^

^

ン

,

第

九

號

ニ

五



I第

十

六

卷(
I

l
;
5:o)

：
,:

雜

舊

蕾

於

け

.る
'

I組

合

述

動

- 

.

羝

九

號

一

一

ド

:勞
働
者
0
供
給
く
結
#:
け
るr

即
勞
銀
の
自
然
化
に
向
.
 

つ
て
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
す

、
.第
二
に
は
#
ら
れ
る
成 

果
に
應
じ
て
勞
鈒
を
決
定
す
る
"
即
勞
働
の
嚴
密
な
標 

離
付
を
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
第
三
^
エ
場
內
に 

於
け
.る
勞
働
の
生
產
力
を
增
加
す
る
爲
め
の
有
效
な
要 

具
ど
な
ら
ね
ば
な
ら
.ぬ
。

：

勢
働
組
合
は
十
月
革
命
に
至
る

ま
で
に
勞
銀
決
定
の 

點

に

於

て

大

い

に

活

嬸

丨

>

;:
.
:
莶

國

產

業

及

び

國

家

行

政
 

の
全
相
旧
に
涉
る
有
ゅ
る
種
：々

の
勞
働
を
硏
究
し
分
類 

も
各
飢
合
は
そ
の
*
業
特
有
の
-«
態
>
哨
蜜
の
科
度
を
|:
 

考
究
し
、
中
央
並
に
地
方
德
鹚
部
5:
劇
說
し
勢
働
の
技 

術
の
等
溆
を
楚
め
、
：
ロ
般
勞
鈒
計
窗
中
に
有
ゆ
る
肉
體 

的
精
神
的
勞
龈
盎
を
包
柄
し
、〖

生
廊
獎
_
の
爲
め
の
支
へ 

給
制
度
の
作
成
そ
の
他
を
實
.現
し
た
。
併
し
勞
働
組
へa 

「

之
等
問
題
の
解
決
1:
は
猶
前
途
遼
遨
で
ゐ
っ
た
。
如
何

.
€
な
れ
ゼ
全
侧
的
制
^
で
勞
_

库

及

び

：
勞

，«

の

镖

準

を 

凋

題'9 
§
^
'激
は
.社
者
勞
S
の
組
崴
即
f
t
畲
由
義

v
fK
..̂l
.
rを
組
織
す
る
⑷
で
あ
つ
た
か
ら
。

'
先
づ
直
接
の
最
も
褪
雜
な
問
题
は
勞
働
漭
が
購
質
に 

，要
す
る
，貨
幣
報
酬
の
_廢

止
ど
い

ふ
事
で
あ
る
。
生
產
木 

-

足
の
爲
め
標
m
以
上
の
物
賢
の
給
與
は
今
日
ま
で
時
間 

\

外
勞
働
に
對
す
る
獎
_
方
法
S
し
て
行
は
れ
た
9
そ
れ 

\

故
勞
銀
問
題
は
何
れ
の
組
合
大
會
に
.於
て
も
食
糧
問
題 

一
皮
關
連
し
て
ゐ
'た
。
第
三
词
大
會
に
於
て
は
物
資
供
給 

部
で
勞
龈
部
は
共
に
_

し
實
際
計
晝
を
_

じ
そ
れ
に 

\

ょ
り
組
合
は
勞
働
者
に
最
必
游
品
を
給
す
る
事
が
出
來 

一：’
た
。
^
働
者
に
物
資
：を
供
，給
す
る
9」

い
ふ
事
は
生
產
能 

:
:カ
增
進
の
最
-
M年
段
で
あ
る
の
で
勞
働
組
合
はSoviet 

:
政
府
^
協
同
で
之
が
考
慮
女
以
て
_
家Q

經
濟
的
復
典 

の
最
大
嬰
件
の
：「

ど
爲
し
た
。
勿
論
此
經
濟
的
囘
復
は 

そ
れ
自
身
回
的
で
は
な
く
目
的
に
對
す
る
手
段
で
あ 

:

る
0
そ
の
目
的
は
確
賞
な
濺
濟
的
基
礎
の
上
亿
の
み
建 

設
さ
れ
得
る

社
#

主
義
で
あ
る
。

:
.露
W

®
の
.努
働
組
合
運
®
.
•か
保
守
思
想
偏
見
、.因
勝 

等
に
煩
‘は
さ
れ
る
事
の
な
か
つ
た
の
は
ぞ
の
發
生
以
來 

未
だ
幾
何
を
も
經
過
せ
す
而
も
茶
命
の
子
で
ぁ
つ
た
か
' 

ら
で
ぁ
る
。
そ
れ
は
革
命
'
^
共
に
生
長
發
達
し
反
革
命 

勝
利
の
時
期
に
は
.不
進
に：

階
つ
た
。
父 

一'九
〇
五
年
のI 

薇
生
當
時
が
ら
職
業
別
で
な
く
產
業
別
に
ょ
づ
て
組
織j 

さ
れ
第fl

一
囘
俞
議
はT

同
：1

X
場
內
及S

類
似
の
職
業_ 

に
從
事
-T
る
出
來
る
だ
け
多
_
の
勞
働
考
の
^
通
®!
® 

及
：び
共
通
の
指
導
の
組
織
中
に
統
.

I:

す
る
事』

を
主
® 

. 

し
"M

一：：

囘
大
食
は
：康
業
別
組
合
建
設
の
必
要
を
確
認 

{
、
'第
ニ
囘
大
會
に
，至
つ
：；て
'は
1
:業
的
飢
合
の
何
物
た
|
; 

る
か
を
說
き
そ
の
特
徴
を
揭
げ
：た
。へ(

|

,

)

を
の
從
事
す|

:

る
特
殊
の
職
分
に
は
關
係
な
く

|

宠
の
て
場
の
全
勞
働
.| 

者w

被
傭
^
を
姑
合
す
、(

八)

生
產
す
る
の
で
な
く
生 

:

產
者
R:
手
傅
ふ
者
並
に
㈨
て
の
ー
一
li
#
⑽
及
び
不
定
期
的 

努

働

者

：は
，そ

の

產

業

的

祖

合

の

：
ー

：
«
ビ

な

る9
此
ー
ー
特 

镦
を
以
て
見
る
も
露
两
亜
勞
働
組
合
の
稂
本
主
義
が
從
::
:

徵
十
六
潘
■。
一
 

三
一
二)

雜

錄

:.
露
西
^
_
2於け
ゐ

事

す

る

仕

事

の

如«-
を

問

は

中一

工
場
に
一
駔
合
な
る 

事
は
明
が
で
あ
る
。

::
一
 

九

ニ

〇
苹」

月
；に
は
！
！
|
十

三

の

佥

_
的
に
集
中
し 

た

紕

合

が

存

し

、
第
三
囘
大
會
锻
に
は
觅
に
ー
一
十
三
組 

合
に
.綜

括
3

れ

た
°

即
ち(

ニ)

醫
藥
及
び
衛
生
勸
務
の 

被
傭
者
^

勞
働
者
、(

一1)

運
輸
勞
働
者
、(

三)

鑛
夫
V 

(

四1

木
工
、(

五)

士
地
及
び
淼
林
勞
働
者
、(

六)

藝
術 

的
ぶ

#
、
.

(

七)

公
衆
の
'榮
獲
及
“び
©
住
に
敝
す
る
.勞 

働
者
、/(

八)

皮
革
丁
、(

九)

金
1
|丁
"(

十)

都
市
事
業 

の
勞
働
者
ビ
被
傭
I

、
.

(

十
一)

双
育
及
び
社
會
主
義
的 

敎
化
に
從
事
す
る
勞
働
者
、(

十
二)

公
共
通
信
事
業
の 

從
業
員
、(

士
5

印
刷
工
、(

十
四)

製
紙
業
勞
働
者
？ 

(

十
五)

食
糧
品
製
造
業
勞
働
者
、(

十
六)

大
工
、(

十
七
，

) 

製
糖
：暴

働

者

、(

十
八)S

o
v
i
e
t
s
,

從
.業

者

べ

十

九

)

煙 

尊

勞

働

者

、

(

ニ

卞)

紡
_

エ
>
1

(

ニ
十
一)

化

學H

業
勞 

働
，

(

ニ

十

二)

裁

縫

勞

働

者>,( 
二
十
三)

稅

激

、
财 

政
及
び
管
，理
諸
部
l1
'
]の
被
傭
者
。

乃
働
观
合
擻
勅

 

第

九

朦

ニ

七



鲂
十
六
卷(

一
三
ニ
ニ)

.
；
雑「

錄：：：

證

踣

！
！
於

け

基

產

合

運

鼢

 

ニ

」

1.

見
斯
か
，る
小
數
組
合
に
全
爺
業
の
有
ゆ
る
高
級

下 

叙
、
.熟
紙
不
熟
練
一
切
の
從
*

^
を
&
«
す
る
事
は
不 

可
能
C0
:
様
で
あ
る
が

L
b
z
o
v
z
k
y

の
言

に
從
ヘ
ば『

1 

し
2
 

.
刚
體
或
は
.1
職
業
0
.利
益
で
な
く
金
體
.

9

利
益
 ヾ

'即
生
.ff
i
の
利
.益
.

I
而
し
て
：生
產
：は
.確
遛
な
基
礎
に
立
一 

0
社
#
主
義
.社
會
建
設
0
菜
：段
で
あ

る

、

の
見
地
.| 

か
ら
出
發
す
る
な
ら
ば
細
合
の
數
は
吾
タ
が
設
け
た
様
，\ 

■な
最
小
限
に
類
別
.さ
^

#
る』

^

。
：
'

- 

™

 

I

而
じ
て
之
等
ー
ー
十
三
龃
合
は
同

_
4主

義

に

ょ

つ

て0
一 

:成

が

れ

仑

の

祺

位

を

爲

す

は

エ

場

委

員

會

で

あ

る

°:
一 

^
の

财
^
3
^
^

)

內

の

全

丁«
委

員

會

が»
合

支

部

を

、 

密

或

は

州0.
全

支

部

が.省(

g

&

s

s部E
：

を

構

成

し、.| 

凡
て
の
1
場
要
^

#
、
支
部
及
び
部
^
は
そ
れ
ぞ
れ
の
一 

全
露
勞
動
.組
合
.の
■
•
_
:で
|あ
0
,
:
て

紐

合

鐵

負

擔

顧

の

半
 

分
は
組

合

の中

央

娄

員#
の
.
基

金ビ
な
るo (

一
 

九
一：J
O

^

五
.

只
T

W

以

降

紐

合

费

は.

勞

縱

の

ニ

分)

之

等

の

機
:. 

辟
'

に
.

於
，で

小

き

方

で

は'

截
.

；記
^ 'a

.
c

J
^

W
T

r
i

a
t

s
.

>
.

 

'

が
凡
：て.

の
.

:

勞

儆

者C
被

傭

者

ど

を

結

合

し

、

縣

に

於

て

は

，組

合

の 

事
務
局(

b
u
r
e
a
u
x
)

が

支

部

か

ら

の

代

表

者

に

ょ

つ

て 

設
け
ら
れ
、
省
で
は
®
部
門
の
代
表
者
か
ら
勞
働
紺
合 

1

評
議
會
ヵ
縦
®
さ
れ
、
又
中
央
に
於
て
は
全
露
大
會
に 

ょ

つ

て

選

ば

れ

た

執

行

委

員

ど

五

^

名

甸

に

一

名

の

® 

.合
の
全
國
勞
働
組
合
か
，ら
の
代
表
者
を
以
て
全
露
勞
働 

W
合
中
央
委
員
#
が
組
織
3
れ
る
。

:

'■
:
:勞
働
組
合
運
動
の
.集
中
ど
發
逑
は
.次
の
表
.の
如
く
で 

あ
る
0

;'
勞
_
組
合
評
嫌
僉
■'
:部
l,
fj及
支
部
全
^
的
關
體
.
 

.第
三
间
會
議」

、I

一
 

1〇
、八「

九「

一
、叫
七
丑
、四
ニ
九
';
，パ.

_

. 

第
一
间
大
贫一

、

八
八
八
、三
K

H

n、
-K
H
;
p〇
o

o

一
九 

第
一
一
间
大
命
ニ
、

〇
|1!

七
、
七U

O
三
、
六
三
べ
、
八

て

一

三

O'

.第
三
同
大
會
：
三
、
九
八
〇

'四

璧

四

、三 
一K
、c
〇
o

三
ニ 

,
l]
i

評
il
l
會
矣
部
ミ
の
數
の
相
異S
I
I

會
，レ
加
は
ざ
り
し
も
の 

'
わ
*
|:
上
る
0

.
,猶
现
花
の
露
西
®
勞
働
組
，合
を
现
解
す
る
に
は
次
の

諸
！

i

に
留
意
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
。(

一〕

露
西
迪
に 

d,黄
色
紐
合
存
ぞ
か
、(T7 )

凡
.
.て

吵
祖
合
は
全
露
.勞
勸

組
合
中
央
委
員
會
に
加
は
り
、
之
等
の
.刚
體
の
み
♦か
勞 

.働
或
は
淹
業
的
組
合
€
稱
ず
る
權
利
^
,有
す
、
-
1
1

)

有 

識
考
技
|»
等

の

個

個

の

組

合

は

推

在

せ

す

凡

て

之

等

.の 

者
は
各
淹
業
的
§

に
熵
す
？
若
ビ
欲
す
る
な
ら
彼
等 

.は
學
術
的
技
術
的
の
圏
！T.

を
造
る
を
#
る
が
紺
合
の
«

ン 

利
を
享
有
す
る
事
が
|!
|
.來
<
2、(

.四)
craft 

g
u
l
d
s

が

存\ 

在
せ」

ぬ
。

:

I

:

:

|

 

,
,

S
0
類
の
趴
#
的
並
は
肉
體
的
勞
働
者
を
包
0
す

j 

:

る
浙
か
る
廣
汎
な
街
業
的
紺
命
の
創
設
は
：職
業
的
因
襲
一 

殊
に
^
(!
|
|
|そ
の
他
の
^

^

の̂
囟
負
心
£
狹
量
の
爲
め
.：\ 

に
幾
分
反
抗
&
蒙
つ
作
が
多
く
の
咒
物
ビ
因
襲
ビ
は
革} 

命
の
猛
火
の
中
に
灰
鐵
S
歸
し
て
終
っ
た
。

:■| 

勞
働
紺
合
は
勞
_
考
及
び
被
傭
者
の
政
治
的
乂
凉
敎
•
 

的
倩
念
の
華
別
な
ぐ
包
容
し
政
戴
随
體
で
は
な
い
が
、
 

.決
し
てî

E-

立』

或
は
非
政
治
的p

は
なS

。

勞
働
組
合 

は
觉
に
社
會
主
義
的
で
.ぁ
っ
た
o
社
會
民
主
豸
は
勞
働 

組
合
發
生
の
際
に
淹
_
役
を
勸
め
又
搖
籠
^
も
な
つ
て

之
を
宵
て
あ
げ
：た
の
で
あ
る
か
ら
初
め
か
らCZ

由
主
.義 

ミS

ふ
事
.は
問
題
で
は
な
く
、
機
會
主
義
的
社
會
主
_ 

ど
浓
命
的
を
れ
即M

e
n
i
s
h
e
v
i
s
m

ビ
wobhevis

日
の 

何
れ
を
採
る
か
の
問
題
で
あ
つ
た
'0
併
し
多
數
勞
働
組 

合
は
十
n
革
命W

運
命
を
共
に
し
勞
働
組
合
運
動
は
全 

:體
ど
し
て
露
西
1{
]
»
共

產

鐵

の

旗

下

に

加

は

り

そ

の

指

圖 

に
從
つ
て
行
動
し
た
。
/ 

-

 

非
政
黨
的
な
勞
働
組
合
運
動
が一

定
の
政
黨
の
指
揮
:: 

の
下
に
行
動
す
る
k
 S

ふ
は
矛
盾
の
様
で
あ
る
が
：：
 

L
O
Z
O
v
z
l
s
T

の
辯
明
に
ょ
れ
ば『

矛
盾
で
は
な
い
。如
何
:; 

)?
.な
れ
ば
非
软
黨
は
非
政
治
的
を
意
味
す
る
の
で
は
：な 

く
そ
し
て
勞
働
組
合
が
政
治
闘
爭
に
携
は
る
範
圍
で
は 

——

携
は
ら
な
け
れ
ば
何
事
も
出
來
な
い
、——

或
政 

黨
の
政
綱
の
下
に
A
ち
文
之
を
*
認
し
て
進
ま
な
け
れ 

ば
な
ら
ぬ
し
、
X
政

治

_

爭

は

階

級

闘

爭

で

あ

り

而

し 

て
多
數
の
無
產
者
を
包
含
す
る
勞
働
組
合
は
階
級
闘
 ̂

殊
に
社
會
革
命
の
時
期
に
際
し
て
權
カ
を
猹
得
せ
ん
す

ノ

第

九

猇

】

一
九

第
十
六
卷(

一
三
m

e

雜

錄

.
露
西姐！！

於
け
る
勞
働
組
合
連
動



f
 

I
 (

i

s)

雜
錄
篇
潭
し
於
け
磊
働
組
合
I
 

第

九

號

r

s

;

^

#働
階
級
の
直
.接

の

鬪

矫

の

埒

外

に

立

つ

.
，事

は

出

來
 

ぬ
か
ら——
露
西
亞g

勞
働
紺
合
は
m
に
®:
治
闘
爭
に
.
 

關
係
し
た
の
み
で
な
ぐ
勞
働
階
級
；の
利
益
を
#
ょ

り

も
 

多
ぐ
«
明
1
た
黨
派
即
ちbolshevik 

party 

S
の
協 

調
を
繰
返
し
宣
蓖
し
れ」

』

:

勿
論
如
何
な
も
大
會
ネ
評
犠
會
も
組
合
が
露
阿
亜
共 

產
霍
0,
綱
如
を
承
認
す
ベ
&
事
^:
耍

求

し

な

か

つ

た

が
 

观
嚐
は

一

定
の
革
命
的
行
動
の
綱
锨
を
作
成
し
勞
慟
龃 

合
運
動
の
埒
內
に
止
ま
ら
ん
ど
欲
す
る
組
合
は
之
を
實
：
 

行
.す
る
事
を
餘
義
な
く
^
れ
た
o
第

一

一囘
大
偷
は

『

政
 

治
的
或
は
宗
敎
的
信
念
に
關
係
な
く
勞
働
者
及
び
被
儆
、
 

者
^

組

合

に

結

合

し
'
露

叫

邢

勞

働

組

合

運

動

.は
國
際 

.

的

階

級

倒

爭

揚

裡

に

，
立

.つ

V
「

中

立」Q
;

舰

念

を

斷

然

非
 

ビ

爲

し

又

「

dn
.
i
產

&

級

猶

裁

の

手

段

k

ょ

る

社

會

主
 

'«
1

現

の

爲

め

の

苹

命

的

踏

級

歸

爭

を

承

認

す

る

一
事
;' 

を

.全
露
的

嫌

織

に

加

は

名

各

組

合

の

^:
須

條

降

ど

爲
 

け

知
■€
;(
?
)
決

議

を

公

に

.
し
‘
た

、
，
之

は

單

，
に

旣

^

の

事

實

を
形
式
的
^

確
認
し
介
ま
で
>め
つ
た
リ
階
級
翊
银
に 

際
^
て
は
勞
働
龃
合
ど
そ
れ
が
主
な
る
支
持
者
で
あ
る 

'
.無
產
階
級
獨
裁
ど
の
間
に
：は
有
機
的
關
係
が
存
せ
ざ
る 

を
得
な
い
。
此
決
議
k

附
加
3

れ
7>
組
合
取
締
の
规
則

:

一」

第

I

s『

S

者
大
f

黎

產

建

馨

業

に

I
:#

織
し
又
誘
引
し
ハ
勞
働
組
合
は

.

.

.
：

•無
產
階
級
獨 

\

裁
の
手
段
に

ょ

る

社
#
主
義
の
，實
現
を
そ
の
0
的
定
爲 

\

す』

ビ
规
定
し
た
。

\

.

而
し
て
第
三
囘
大
會
に
於
て
は
典
產
黨
ど
組
合
ビ
の 

I

關

孫

は

殊

に

顯

著

{:
な
b
先

づ

共

產

黨

の

主

雄

雲

を 

I

承

認

I
、
そ
の
®

|
決
議
中
に『

全
體
と
し
て
勞
[#
^1
令 

\ 

:
は
、
無
產
階
級
_
栽
に
ょ
る
典
淹
主
義
實
現
の
綱
領
0 

j

上
に
立
ち
、
露

西

亜

:[
|
:ハ
產
黨
.に
ょ
つ
て
無
產
©
顧
难
命 

に
於
け
る
彼
等
の
活
励
に
必
然
別
入
れ
ら
れ
た』

事
を 

i*
言
し
、L

e
n
i
n

提
出
の
報
吿
に
對
し
て『

s
o
v
i
e
t

^-

时

亜

の

勞

働

階

級

：及
び
全
勞
働
考
の

Mハ
の
利
益
を
炎
明
' 

す

る

唯

1

の
.黨
派
た
る
共
#

潔
.の
指
®

の
t

に

て

勞
I

龃
合
を
通
じ
て
行
ふ
共
產
主
義
的
建
設
の
事
衆
に
勞
働 

漭
^
.衆
を
諫
引
寸

る
努
ガ

を
增
す』

：

事
を
決
議
し
、
又 

組
織
.に
關
し
て『

組
織
は
目
的
で
は
な
く
、
目
的
に
對
す 

る
：字
.段
で
あ
る
。
產
業
上
に
飢
織
さ
れ
た
無
產
階
級
の 

目
的
は
共
產
主
雜
で
あ
：る
、
そ
し
て
此
目
的
に
到
る
道 

伙
社
會
革
命
#
無
爺
階
級
練
裁
甘
あ
るJ

 

€
述
べ
た
。
 

:苋

ル

第

九

囘

露

西

朋

共

產

黨

大

俞

の

へ

決

議

0
實
现
は 

,
『
®
I
?

資
本
主
義
に
對
す
る
.無

產

階

級

の

勝

.
利

を

確

實 

に
す
：る』

で
あ
ら
ぅ
ご
想
定
し
て
此
大
龠
の
經
濟
政
策 

承
歡
の
決
議
を
公
に
し
た
。

:

勞
働
組
合
運
動
に
對
す
るwclsheviks

の
勢
力
の
咐 

加
は
次
の
表
の
如
く
で
あ
る
。

丨

此
數
は
货
際
出
席
游
數
ふ
り
少
^
?い
。
分
會
り
部
錄
し
ょ 

る
と
赞
議
糨
所
布
の
代
峩
港
か
人
れ
て
五
〇
〇
で
わ
つ

第
三
如
龠
謎

H

 '

第1

间
大
脅
. 

第1

间
大
會 

第
3

间
大
會

代
炎
拍

ニ
ニ
0 

一
一
七 

四
--
六

1

、ニ
ニ
九

.ボ
i

vH

ビ
.キ 

丨
ビ
赞
成

Â0
,
六
九 

ニ
七
三 

W
四
九 

九
P1
]
九

第

十

六

卷

c
l
lfr
laL)

雜

.錄

猶

.一
九
一
九
年
十J

1

月

に

は

典

產

黨

にSocialist 

International 

L
a
b
o
u
r

 

P

か
»
7(

第
ニ
回
大
#

に
は
：五
十

名
の
代
表
米
を
出
し
、
殊
に
皮
革

エど

鐵
道
從
^
員
組 

合
に
勢
力
が
あ
つ
た)

が
加
は
つ
たo 

:

そ

し

て

斯

か

る

兆
.#
黨

の

非

黹

な

影

響

は

次

の

事

實 

か
ら
起
つ
セ
。
露
爾
瓯
無
產
階
級
は
經
濟
運
動
を
政
治 

:

宛

動

か

ら

分

離

，
せ

す

又

者

供

ら

し

い

『

中

立
.

』

に

煩

はn 

れ
る
事
が
決
し
て
な
ぐ
-
そ
し
て
指
導
者
達
は
一
九
二 

〇
年
三
月
末
に
第
九
囘
共
產
鐵
大
會
に
ょ
つ
て
定
め
ら 

:

れ

た『

政
治
運
動
は
經
濟
運
動
の
'最

も

集

中

し

，た

表

現 

.で

.あ
つ
て
、
•そ
の
.給
合
^
最
後
.の
.' 完
成
で
.

あ
.：

る
.
o 

. 

♦

.
•勞
働
組
合
は
..形
式
上
非
政
«
で
あ
つ
て
實
際
は
.共
產 

主
氣
的
に

ff
り

、

そ
し
て
典
產
主
義
の
政
策
を
實
行
す 

る
限
り
に
於
て
'の
み
無
產
‘階
級
獨
裁
ビ
社
龠
主
賴
的
»

露
四
.亞
|:
於
け
る
勞
锏
紙
合
述
動

 

第
★
ま

一

こ

一

%
H
六
•四

.五
八

六
5

ハ

六
〇

- 

六
八
*
一



第
十
六
怨(

一
3
ニ
六)

錄
.
_
.露
西
胜|:
於
け
る
勞
働
組
合
'11

動

第
九
®

1 

ニ
ニ

設
は
保
證
さ
れ
る』

S
い
ふ
公
準
に
全
く
同
意
し
た
り 

-
 
.

(
八)

,ゥ
露
西
亞
勞
働
紐
合
31
動
.は
社
會
主
義
：の
勝
利
は
國
際 

的
に
：の
：み
可
能
で
あ
つ
て
鬪
爭
的
な
國
際
無
齑
階
級
の 

組
織
を
前
捉
ど
す
る
も
の
で
あ
る
^
を
！§

め
る
、
そV

 

故
、M

 
際
#

S の
勞
働
局：

を
：

pocket Jabour capitalist 

international

或
は『

國
際
«
跑
の
温
室
で
裁
培

各

れ

た
 

花
束1

の
様
な
も
の
だ
爲
し
、L

o
z
o
v
k
y

は
扨
笑
し
て 

云
：ふ
。『

1
!際
聯
慨
の
戶
ロ
の
邊
b
を
ぅ
ろ
つ
い
て
そ
れ 

:

の
速
A
使
を
す
る
元
ど
勞
_
階
：級

上
^:
'の
；之
等
钟
士 

は
、
1

の
つ
ま
k
空
姆
鹿
だ
。.
五
！

T

々
は
之
等
紳
士
ビ 

俩
ん
の
關
條
s

^
い
。
國
際
聯
盟
ど
、之
に
加
は
る
凡
て 

s
st
龠
主
義
の
危
險
な
敵
で
あ
る
。』

：

又
國
際
勞
働
組
合
聯
ff
l
は
：So

v
f
e
t

露
两
in
i
に
對
し 

,賛
杏
兩
紙
合
.の
結
合
で
*
つ
て
、
II
:
會
革
命
、
無
產
階

級

獨

裁
^

直

接

行

動
’

段

衆

の

苯

命

鬪

^
^-
對

す

る

態

度
 

'

は
.

不

明

で

ゐ

ケ

又

國

際

的

の&

對

運

動

：に

對

抗

し

て

爲

す
所
が
有
る
！！
で
も
な
く
、
'唯
勞
働
局v

は
友
誼
的
關 

係
^
あ
る
事
は
明
か
な
ば
か
6
で
あ
る
◊
國
際
勞
働
組 

合
聯
慨
の
副
議
丧 

J
o
n
h
a
u
x

 \
J
»
®
®
A
u
d
e
g
e
e
s
t
^

 

,
:
;
ー

勞

働

局

の

委

員

で

あ
る

の
で
，『

此
事
は
國
際
勞
働
»1
合 

j

聯
盟
が
腐
敗
し0

、
あ
る
國
際
聯
盟vj

共
に
腐
爛
す
る 

マ
屍
で
あ
る
事
は
示
す
に
充
分
で
あ
る』

V

 

L
o
z
o
v
z
k
y

 

は
云
ふ
。
;

:

.'
'
而

し

，て

露

西
^
勞
働
組
合
向
身
は
、
社
命
茶
命
ど
無 

|
;產
階
級
獨
歜
の
政
綱
の
上
に
立
ち
そ
し
て
露
西
1}
1
1共
產 

ー
黨
の
旗
1卜
^
あ
つ
て
、
H十
く
®j ”

ー
ィ
ン
タ
ナ
モ
ヨ
ナ
ル 

:
0不
可
分
的
部
分
^
な
つ
て
ゐ
た
第
H
囘
太
會
は『

目 

j

::.:
際
無
產
階
級
の
戰
則
は
資
本
，主
義
の
改
茛
の
爲
め
で
は 

一
，な
ぐ
そ
の
廢
ih
の
爲
め
に
行
は
れ
る
。
此
革
命
闘
爭
に 

於
て
勞
働
階
級
の
苯
命
的
规
本
義
を
自
覺
せ
る
全
階
級 

は

愈

々

、決

然

.
^
し

て

世

界

無

產

者

革

命

の

權

化

た

る

組
 

織
ど
し
て
の
.第
一
一
.

I.
ィ
ン
.タ
..ナ
シ
ー
ナ
ル 

'に

合

す

』

■
 

決

讅

し

o 

.
そ_

で̂
特
■別
の
.
_
際
.势
餹
組
合
姐
域
■を
造

る
事
ぼ
勢
.力
の
分
，撒〕

か
.、.
さ
も
な
{
ば
國
賢
勞
働
紺
合 

聯
盟
の
：1,

の
»'
を
す
ケ
に
«'
ぎ
ぬ
か
ら
凡
て
の
無
_
M階 

級
勞
«

刺
合
は
第
1
1一
ィ
ゾ
タ
ナ
シ
ヨ
：デ
/^
に
⑽
は
り
勞 

働
細
合
部
或
は
*

m
is
}

*

tt
M

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も 

0:
8

爲
.
r、
第
三
同
大
#

は
.『

，第111

ィX

タ
チ
、

V

ヨ
ナ 

ー
は
鮮
は
ド
、
そ
し
て
凡
て
の
：1
の
革
命
的
隈
級
の
組
. 

合
,̂
6
0 :
#

に
倣
は
ん
事
を
求
ひ』

と
可
決
し
^
。

.
! 

. 

'
• 

•

:.
•■革
命
以
來
數
年
^
經
過
せ
る
の
み
の
*
西
®
勞
働
組 

命
に
は
、
地
方
^
中
央
：ど
の
刺
絡
の
不
備
、
正
確
な
報 

告
統
計
0'
欠
乏
、
.施
課
の
*
弱
、
世
產
霞
關
支
配
の
遲 

が
だ
る
事
、
勞
働
の
«
維
付
の
：大

;て
好
_
果
な
ら
ざ 

:る
事
、
、勞
銀
の
國
家
的
調
整
制
度
办
完
全
な
實
行
の
不 

-

可

能

及

：び

赞

现

M

雛

な

小

事

：業

の

組

合

の

一

.時

的

增加
；； 

等

の

歸

點

の

あ

る

事

を

承

認

す

な

ゆ

又

-
 

而
他
阙
の
勞
働
組
合
の
模
範
た
り
得
る
も
の
が
あ
るVJ 

爲
し
た
。.

『

何
ん
S
な

れ

ば

彼

等

は

一

の

^

常

な

大

き

な

價

値

を

持

つ

て

ゐ

：る

？

即
.そ

れ

It
'
®命

の

子

で

あ

^S, 

創

造

物

：で

あ
る
。
#

八
||
1
)の
0
利

は

勞
働
組
合

の

勝

利

で 

あ
つ

た

。
.
f

の
敗
亡
は
勞
働
組
合
に

ど

つ

て

も
敗
北 

で
あ
つ
た
0
此

組

合

^

萆

命

く

の

有

機

的

關

係

が

又

勞 

働
al
八ロ
の

弱
點

の

理
由
ビ

音
々
に
常
而
す
る
雛
問

題

を 

理
解
す
る
鍵
を
菩
々
Iに
典
へ
る
0
1
 

)：:

内

亂

’そ

れ
か
ら
生
じ
た
封
鎖
、
經
濟
的
崩
壤
、幾
度
も 

‘の
紐
合
員
の
動
員
、
從
®
、(

或
都
會
で
は
組
合
員
の
半 

数
に
及

ぶ

)

は
勞

■

»

合
組
織
に
勿
論
影
響
し
た
。

勞 

働
組
合
は
精
確
に
國
民
經
濟
の
組
織
程

度
を
反
映
す 

る
。
國
色
經
濟
組
織
の
不
健
全
は
又
勞
働
組
合
の
不
腿 

全
で
あ

る

。

そ

れ

故

缎

⑩

^

に

於

て

は

、

露
西

鹿
の
勞 

働
組
合
の
古
い
生
產
關
係
が
偉
大
な
組
織
の
役H

H

を
演 

じ
、
國
家
の
活
動
®
布
す
る
部
門(

耶
事
、
貪
糧
、
衛 

生
"
' 經
濟
"技
術
、
文
化
そ
.の
他)

に
關
係
し
又
主
婴
な 

法
令
の
刺
定
に
干
與
し
た
。

又
露
西
蓝
の
勞
働
組
合
は
有
產
階
級v

j

の
爭
闘
に
於

第
十
六
怨(

一

三
ニ
七」

錄
媒
四
亞
に
於
け
ゐ
勞
働
組
合
歡

笕
九
號



第
十
5

 

(
1

三
ニ
八
.

)

_

錄

；

虛
西
蓝
|:

於
げ
る
勞
餘
組
合
11
.
脑

.

.

.

. 

.

.

.

.

.て

茧

命

的

で

あ

つ
た
の
み
で

な

く

勞

働

組

織

內

の

：偏

見 

.
に

對

す

る̂
に
6
さ

ぅ

で

あ

づ

：：た
.事

は

十

乃

革

命

後

の 

服H

問
題
に
就
て
の
根
本
的
修
正
に
も
明
か
で
あ
る
が 

又
他
の
例
を
强
制
勞
_
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見
る
：事
が
出
來
る
。
露
西
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經
濟
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活
は
破
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れ
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勞
.働
力
の
最
大
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事
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經
濟
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窮
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務
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つ
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合
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『

勞
働
奔
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勞
働
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萵
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革
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し
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勢
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濟
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叉
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叫
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あ
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.
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友
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得
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扨
心
ミ
ル
に
依
れ
ば
、
自
然
科
學
K
精
神
的
科
學
ぷレ 

の
相
違
す
る
所
は
、
m
然
科
學
が
純
然
た
る
物
質
の
法 

則
を
取
扱
ふ
の
に
對
し
て
ヽ
糈
_
的
科
學
は
人
心
の
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則
を
取
®
ふ
の
^
在
ふ

o
而
し
て
經
濟
學
は
富
を
桃
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す
る
物
件
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產
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る
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則
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純
然
代
る
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の
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則
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あ
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則
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す
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現
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す
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す
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